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語
思
想

に
つ
い
て

晴

田
村
俊
子
「
あ
き
ら
め
」
諭

後
鳥
羽
院
と
定
家
の
秀
歌
観
の
相
違
一
ー
ー
評
価
の
分
か

れ
た
歌
を
め
ぐ
っ
て
|

k
F
ω
Z円
四
可
。
同
月
一
。

g
丘
巧
ユ
m
z
d
担
件
。
。
同

Mvg・

子

ω
ω
m
o
 

n
F
m
w
M
1円

q-
一
口
己

M
O
C
E
Z己
ωgZω

報

越

間

将

平

ロH
1
0
m
H
E
H

明・

ωの
。
け
門

、H
，F
伶

円。
~ ~司
旦弓再-
F守、。 N

.......l s:: aq 
~問。
百 FS
r.吋0..
窃 E
rt- tli 

ωロ
門
同

。5巳
同，可。。。ロ

同
町
内
川

〉

B
O円
目
。
釦
ロ

。
巳
ω『山、

山
口
門
戸

一
九
三



一一O
一
四
年
度

大
学
院
文
学
研
究
科
開
講
科
目
一
覧

真
宗
学
専
攻

真
宗
学
特
殊
研
究

A

真
宗
学
特
殊
研
究

B

真
宗
学
特
殊
研
究

A

真
宗
学
特
殊
研
究

B

真
宗
学
特
殊
研
究

A

真
宗
学
特
殊
研
究

B

真
宗
教
学
史
特
殊
研
究
A

真
宗
教
学
史
特
殊
研
究
B

浄
土
教
理
史
特
殊
研
究
A

浄
土
教
理
史
特
殊
研
究
B

浄
土
教
理
史
特
殊
研
究
A

浄
土
教
理
史
特
殊
研
究
B

学学

真真

告
示

i寅 i寅

告
示

習習

那
須

那
須
内
藤
内
藤

知
康

ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス

ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス

林

智
康

藤川川林
堂添添

直英俊俊泰泰智
樹勝英英信信康

藤
A比
革

那
須
鍋
島

英
勝

※
同
ハ
・
の
口
問

ω
提
供
科
目

※
大
学
院
実
践
真
宗
学
研
究
科
と

A
口
同
開
講

知英
康勝

※
修
士
課
程

※
修
士
課
程

真

宗

伝

道

学

演

習

真

宗

教

学

史

演

習

浄

土

教

理

史

演

習

真
宗
学
文
献
研
究

A

真
宗
学
文
献
研
究

B

真
宗
学
文
献
研
究

A

真
宗
学
文
献
研
究

B

真
宗
学
文
献
研
究

A

真
宗
学
文
献
研
究

B

真
宗
学
文
献
研
究

A

真
宗
学
文
献
研
究

B

真
宗
学
文
献
研
究

A

真
宗
学
文
献
研
究

B

真
宗
学
文
献
研
究

A

真
宗
学
文
献
研
究

B

伝
道
学
特
殊
研
究

A

伝
道
学
特
殊
研
究

B

真
宗
伝
道
学
特
殊
研
究

仏
教
学
専
攻

仏

教

学

特

殊

研

究

高川龍深
田添渓川
高
田
井
上

善
幸
善
幸

井
上
藤藤殿

内
殿
内

武
田
武
田

鍋杉那那
島岡須須

宣直孝英英
暢樹紀勝勝

深
JII 

野藤
呂丸

一
九
四

泰章宣
信雄暢

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

文
英
文
英

能
成

能
成恒恒耳立

日晋靖要

※
文
学
部
と
合
同
開
講



仏

教

学

特

殊

研

究

仏
教
教
学
史
特
殊
研
究
A

仏
教
教
学
史
特
殊
研
究
B

仏
教
教
学
史
特
殊
研
究
A

仏
教
教
学
史
特
殊
研
究
B

仏
教
文
化
学
特
殊
研
究
A

仏
教
文
化
学
特
殊
研
究
B

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
A

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
B

二仏イ仏仏仏仏仏イ

ヌ教三教教教教教ド
ン

ヵ学ド 哲

行文哲学学学学学学

ヅ献学 符
演 j寅 j寅 j寅 j寅殊

上研演 研
A究習習習習習習究

仏

教

学

文

献

研

究

(
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
)
B

仏

教

学

文

献

研

究

(パ

l

リ
)
A

場t

報

桂ii 
回

j菱
田

宮
治

宮
治

宮
治

宮
治
本
多

本
多
桂藤
丸

入
i畢

楠能芳
仁村

若
原
谷谷青

原

紹
隆
正
博
正
博日召ng ng 昭

至
成

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

至
成

紹
隆要

※
修
士
課
程

詮'#.
刃言

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

博
実

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

正
顕

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

淳
讃

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

雄
日召

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

貞
志

※
文
学
部
と
合
同
開
講

貞
志

※
文
学
部
と
合
同
開
講

令
知

仏

教

学

文

献

研

究

(
パ

l

リ
)
B

仏

教

学

文

献

研

究

(

チ

ベ

ッ

ト

)
A

仏

教

学

文

献

研

究

(

チ

ベ

ッ

ト

)
B

仏

教

学

文

献

研

究

(

漢

文

)
A

仏

教

学

文

献

研

究

(

漢

文

)
B

仏

教

学

文

献

研

究

(

漢

文

)
A

仏

教

学

文

献

研

究

(

漢

文

)
B

哲
学
専
攻

哲
学
特
殊
研
究

H

A

哲

学

特

殊

研

究

H

B

倫
理
学
特
殊
研
究

H
A

倫
理
学
特
殊
研
究

H
B

宗
教
学
特
殊
研
究

I
A

青
原

令
知

ニ
谷

真
澄

ニ
谷

真
j登

道
元

徹
'じ、

道
元

徹
{.、

長
谷
川
岳
史

長
谷
川
岳
史

林林
丸
山

丸
山

高
田

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

道
夫
道
夫

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

徳
次

※
文
学
部
、
大
学
院
実
践
真
宗
学

研
究
科
と
A
H
同
開
講

徳
次

※
文
学
部
と
合
同
開
講

信
良

※
文
学
部
、
大
学
院
実
践
塁
率

研
究
科
と
合
同
開
講

一
九
五



宗
教
学
特
殊
研
究

I
B

学

演

教

学

演

哲

学

文

献

研

究

H

A

哲

学

文

献

研

究

H

B

哲。一小
教
育
学
専
攻

教
育
哲
学
特
殊
研
究

A

教
育
哲
学
特
殊
研
究

B

宗
教
教
育
学
特
殊
研
究
A

宗
教
教
育
学
特
殊
研
究
B

教

育

学

特

殊

研

究

A

教

育

学

特

殊

研

究

B

教
育
行
政
学
特
殊
研
究
A

教
育
行
政
学
特
殊
研
究
B

生
涯
教
育
学
特
殊
研
究
A

生
涯
教
育
学
特
殊
研
究
B

異
文
化
問
教
育
学
特
殊
研
究

A

典
文
化
問
教
育
学
特
殊
研
究
B

学
校
経
営
学
特
殊
研
究
A

学
校
経
営
学
特
殊
研
究
B 習習

高
田

丸
山
高
田

小小
林林

海海川川
谷谷村村

松松
浦 j甫
竺
沙
竺
沙

林林
島島島島

信
良

※
文
学
部
、
大
学
院
実
践
真
宗
学

研
究
科
と
合
同
開
講

道信徳
夫良次

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

道
夫

覚覚
昭昭

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

知知善善則則
章章満満之之
美
輝
美
輝勝勝

弘
道
弘
道

学

演

生

涯

教

育

学

演

習

異
文
化
問
教
育
学
演
習

教

育

心

理

学

演

習

教

育

学

文

献

研

究

A

教

育

学

文

献

研

究

B

発

達

心

理

学

特

論

教

育

発
達
心
理
学
特
殊
研
究

教

育

心

理

学

特

論

陣
害
者
(
児
)
心
理
学
特
殊
研
究

学
校
心
理
学
特
殊
研
究

学
校
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
実
習

学
校
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
特
殊
研
究

心
理
教
育
ア
セ
ス
メ
ン
ト
論

心
理
教
育
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
習

臨
床
心
理
学
専
攻

臨

床

心

理

学

特

論

習

松
浦

林小
島
郷
式島島

志
波

志
波

徹

滋
野
井
一
博徹

郷
式

郷
式

吉
川
児
玉

渡渡
遁遁

森東
田

一
九
六

美善
輝満

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程

勝

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

勝勝徹

※
博
士
後
期
課
程

泰
子

※
制
年
度
以
前
入
学
生
対
象

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
仰
年
度
以
降
入
学
生
対
象

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
制
年
度
以
前
入
学
生
受
講
可

泰
子

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
隔
年
開
講

静静龍
代代治悟

※
教
育
学
専
攻
の
み
履
修
可

※
教
育
学
専
攻
の
み
履
修
可

喜
治豊



臨
床
心
理
面
接
特
論

臨
床
心
理
査
定
特
論

臨
床
心
理
基
礎
実
習

臨

床

心

理

実

習

映

法

特

心

理

療

法

特

論

学
校
臨
床
心
理
学
特
論

t交

論

グ
ル
ー
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
特
論

臨
床
心
理
地
域
援
助
特
論

心
理
学
研
究
法
特
論

臨
床
心
理
学
研
究
法
特
論

心

理

統

計

法

特

論

人

格

心

理

学

特

論

学

習

心

理

学

特

論

社

会

病

理

学

特

論

家

族

心

理

学

特

論

人

間

関

係

学

特

論

葉

報

東吉
) 11 

武

田

俊

信

滋
野
井
一
博

古

川

悟

武

田

俊

信

赤

津

玲

子

寺
井
さ
ち
子

東

豊

森

田

喜

治

滋
野
井
一
博

児

玉

龍

治
章

皆
藤

寺
井
さ
ち
子

内
田

児
玉

龍
治

伊吾
藤勝
吉
川
赤
津

玲
子"寄

寺
井
き
ち
子

東森
下

下赤
村津

豊悟

精

神

医

学

特

論

老

年

心

理

学

特

論

障
害
者
児
心
理
学
特
論

精

神

薬

理

学

特

論

学
校
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
特
殊
研
究

学
校
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
(
実
習

利
広

臨
床
心
理
学
演
習

I

臨
床
心
理
学
演
習

I

臨
床
心
理
学
演
習

I

臨
床
心
理
学
演
習

I

臨
床
心
理
学
演
習

I

臨
床
心
理
学
演
習

I

臨
床
心
理
学
演
習

I

臨
床
心
理
学
演
習

I

臨
床
心
理
学
演
習

H

臨
床
心
理
学
演
習

H

臨
床
心
理
学
演
習

H

臨
床
心
理
学
演
習

H

臨
床
心
理
学
演
習

H

臨
床
心
理
学
演
習

H

臨
床
心
理
学
演
習

H

臨
床
心
理
学
演
習

H

常
fT 
正
人

※
文
学
部
と
合
同
開
講

豊
高
治
玲
子
F易

友
久

赤
津
滋
野
井
一
博

上
床
児
玉

龍
治

τt 
J:J 

)11 

ゴヱ
ロ
) 11 

武
田

東森吾
田勝

寺
井
さ
ち
子

滋
野
井

俊龍一
信悟治博

児
玉
吉
川
武
田

東森吾
田勝

寺
井
さ
ち
子

滋
野
井
一
博

融
危
ム
ロ

量
回
目
ヰ
d

・

児
玉

玲久
子雄

輝
久

俊
信悟悟

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

豊

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

常
行

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

喜
治

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程

※
修
士
課
程

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

豊

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

常
行

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

喜
治

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程

※
修
士
課
程一九

七



臨
床
心
理
学
演
習
田

臨
床
心
理
学
演
習

m

臨
床
心
理
学
演
習

m

臨
床
心
理
学
演
習
凹

臨
床
心
理
学
演
習

m

臨
床
心
理
学
演
習
凹

臨
床
心
理
学
特
殊
研
究
I

臨
床
心
理
学
特
殊
研
究
I

臨
床
心
理
学
特
殊
研
究
I

臨
床
心
理
学
特
殊
研
究
H

臨
床
心
理
学
特
殊
研
究
H

臨
床
心
理
学
特
殊
研
究
H

臨
床
心
理
学
特
殊
研
究

m

臨
床
心
理
学
特
殊
研
究

m

臨
床
心
理
学
特
殊
研
究
凹

臨
床
心
理
学
文
献
研
究

日
本
史
学
専
攻

古
代
史
特
殊
研
究

A

古
代
史
特
殊
研
究

B

中
世
史
特
殊
研
究

A

中
世
史
特
殊
研
究

B

武吉
田川

悟俊
信

東

豊

森吾
田勝
寺
井
さ
ち
子

吉
川
武
田

東

豊

吉
川
武
田
東

豊

吉
川
武
田
東

豊

児
玉

木木
本本
元
木
元
木

常
行

楽
博
士
後
期
課
程

※
博
士
後
期
課
程

業
博
士
後
期
課
程

※
博
士
後
期
課
程

楽
博
士
後
期
課
程

※
博
士
後
期
課
程

日
本
仏
教
史
特
殊
研
究
B

近
世
史
特
殊
研
究

A

近
世
史
特
殊
研
究

B

近
代
史
特
殊
研
究

A

近
代
史
特
殊
研
究

B

喜
治

日
本
仏
教
史
特
殊
研
究
A

俊悟
信

代

j寅

古

史

世

史

i寅

中近

世

史

i寅

俊悟
信

代

演

日

本

仏

教

史

演

習

日

本

仏

教

史

演

習

考

古

学

演

習

日
本
史
学
文
献
研
究
A

近

史

俊悟
信

龍
治

日
本
史
学
文
献
研
究
B

日
本
史
学
文
献
研
究
A

泰泰好好
雄雄信信

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

日
本
史
学
文
献
研
究
B 習習習習

谷
山

谷
山

黒
岩

黒
岩
上
島
上
島
平
林
音
田

浩
樹

藤

原

正

信

赤

松

徹

異

中

川

修

園
下
多
美
樹
賢
司

山
本

青
田

音
田

山
本

山
本

一
九
八

正
道

楽
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

正
道
康
博
康
享博

賢章
司仁享

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

賢
司

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
仰
年
度
以
前
入
学
生
受
講
可

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
加
年
度
以
前
入
学
生
受
講
可

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
加
年
度
以
前
入
学
生
受
講
可

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
仰
年
度
以
前
入
学
生
受
講
可

※
文
学
部
と
合
同
開
講

浩
樹

浩
樹



日
本
史
学
文
献
研
究
A

日
本
史
学
文
献
研
究

B

日
本
史
学
文
献
研
究

A

日
本
史
学
文
献
研
究

B

日
本
史
学
文
献
研
究
A

日
本
史
学
文
献
研
究

B

日
本
仏
教
史
文
献
研
究
A

日
本
仏
教
史
文
献
研
究
B

日
本
法
制
史
特
殊
研
究
A

日
本
法
制
史
特
殊
研
究
B

考

古

学

特

殊

研

究

A

考

古

学

特

殊

研

究

B

美
術
史
特
殊
研
究

A

美
術
史
特
殊
研
究

B

民
俗
学
特
殊
研
究

A

民
俗
学
特
殊
研
究

B

歴
史
地
理
学
特
殊
研
究
A

歴
史
地
理
学
特
殊
研
究
B

集

報

松
倉
文
比
古

松
倉
文
比
古

藤
原

藤
原

嘉
戸

嘉
戸

中
削
田

削
問

嘉
戸

宣
加
一
戸

園
下
多
美
樹

園
下
多
美
樹

杉杉
本本
菊
地
菊
地
山
田
山
田

正
信

※
加
年
度
以
前
入
学
生
受
講
可

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
仰
年
度
以
前
入
学
生
受
講
可

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
肌
年
度
以
前
入
学
生
受
講
可

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
仰
年
度
以
前
入
学
生
受
講
可

※
文
学
部
と
合
同
開
講

正
信1守1守jl~ 

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

jl~ 将将
欣
久

欣
久

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

暁暁誠誠

文
化
財
学
特
殊
研
究

A

文
化
財
学
特
殊
研
究

B

東
洋
史
学
専
攻

東
洋
古
代
史
特
殊
研
究
A

東
洋
古
代
史
特
殊
研
究
B

東
洋
古
代
史
特
殊
研
究
A

東
洋
古
代
史
特
殊
研
究
B

東
洋
中
世
史
特
殊
研
究
A

東
洋
中
世
史
特
殊
研
究
B

東
洋
中
世
史
特
殊
研
究
A

東
洋
中
世
史
特
殊
研
究
B

東
洋
中
世
史
特
殊
研
究
A

東
洋
中
世
史
特
殊
研
究
B

東
洋
中
世
史
特
殊
研
究
A

東
洋
中
世
史
特
殊
研
究
B

東
洋
近
世
近
代
史
特
殊
研
究

A

東
洋
近
世
近
代
史
特
殊
研
究

B

東
洋
仏
教
史
特
殊
研
究
A

東
洋
仏
教
史
特
殊
研
究
B

東

洋

古

代

史

演

習

東

洋

中

世

史

演

習

梶
谷

亮
治

梶
谷

田
中
田
中南南

演
田

槙
田

富
谷
冨
谷

杉杉
山山
関
野
間
野

佐船村村
藤山上上
江
村
都
築

※
文
学
部
と
合
同
開
講

亮
治

※
文
学
部
と
合
同
開
講

俊
明

※
文
学
部
と
合
同
開
講

俊
明

※
文
学
部
と
合
同
開
講

正一一
美郎郎

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

正
美至

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

至
正
明

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

正
明

英英
衛二二

※
文
学
部
と
合
同
開
講

衛

※
文
学
部
と
合
同
開
講

徹

※
文
学
部
と
合
同
開
講

智
水

※
文
学
部
と
合
同
開
講

治
樹

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

日
間
子

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

一
九
九



東

洋

中

世

史

演

習

東
洋
近
世
近
代
史
演
習

東
洋
近
世
近
代
史
演
習

東

洋

仏

教

史

演

習

東
洋
史
文
献
研
究

A

東
洋
史
文
献
研
究

B

東
洋
史
文
献
研
究

A

東
洋
史
文
献
研
究

B

東
洋
史
文
献
研
究

A

東
洋
史
文
献
研
究

B

東
洋
史
文
献
研
究

A

東
洋
史
文
献
研
究

B

東
洋
史
文
献
研
究

A

東
洋
史
文
献
研
究

B

東
洋
史
文
献
研
究

A

東
洋
史
文
献
研
究

B

東
洋
仏
教
史
文
献
研
究
A

東
洋
仏
教
史
文
献
研
究
B

日
本
一
語
日
本
文
学

古
典
文
学
特
殊
研
究

A

古
典
文
学
特
殊
研
究

B

演北
田村
木
田

大
内

江江
村村
吉
川
吉
川
都
築
都
築

』

E
U
4叶
』

」
J
1
ふ
舟
・

北

村

高

後
藤
裕
加
子

後
藤
裕
加
子

近
藤
近
藤
佐
藤
佐
藤

浅浅
尾尾

高

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

正
美
知
生

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

治治文
樹樹雄

東
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

忠
夫
忠
夫
晶
子
品
子高

楽
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

智真真
水美美

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

智
水

広
良

広
良

古
典
文
学
特
殊
研
究
A

古
典
文
学
特
殊
研
究

B

古
典
文
学
特
殊
研
究

A

古
典
文
学
特
殊
研
究

B

近
代
文
学
特
殊
研
究

A

近
代
文
学
特
殊
研
究

B

情
報
出
版
学
特
殊
研
究
A

情
報
出
版
学
特
殊
研
究
B

日
本
語
学
特
殊
研
究

A

日
本
語
学
特
殊
研
究

B

古

典

文

学

演

習

古

典

文

学

演

習

近

代

文

学

演

習

情

報

出

版

学

演

習

日

本

語

学

演

習

古
典
文
学
文
献
研
究

A

古
典
文
学
文
献
研
究

B

古
典
文
学
文
献
研
究

A

古
典
文
学
文
献
研
究

B

近
代
文
学
文
献
研
究

A

近
代
文
学
文
献
研
究

B

情
報
出
版
学
文
献
研
究
A

鈴鈴
木木
中
前
中
前
田
中
田
中
和
田

和
田

藤
井
藤
井
大
取
安
藤
越
前
谷

日
下

藤
田
安
井
安
井
山
本
山
本
越
前
谷

越
前
谷

天
野

二
O
O

徳徳
男男

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

恭励励正正
幸儀儀志志

俊俊恭
博博幸

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

徹烏

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

宏
保幸
幸男
重
雄
重
雄
登
朗

ヌ耳t
~ 

朗宏宏
文
雄

※
文
学
部
と
合
同
開
講



情
報
出
版
学
文
献
研
究
B

日
本
語
学
文
献
研
究

A

日
本
語
学
文
献
研
究

B

中
国
文
学
文
献
研
究

A

中
国
文
学
文
献
研
究

B

英
語
英
米
文
学
専
攻

英
文
学
特
殊
研
究

A

英
文
学
特
殊
研
究

B

英
文
学
特
殊
研
究

A

英
文
学
特
殊
研
究

B

米
文
学
特
殊
研
究

B

英
語
学
特
殊
研
究

A

英
語
学
特
殊
研
究

B

英

文

学

演

習

米

文

学

演

習

英

語

学

演

習

英

米

文

化

演

習

英
米
文
学
文
献
研
究

A

英
米
文
学
文
献
研
究

B

葉

報

天
野
余
田
余
田

谷
口

谷
口

ラ
イ
ク
ロ
フ
ト

D.w 

ラ
イ
ク
ロ
フ
ト

D.w 

山
崎
山
崎
藤
谷
上上福

本
藤
谷

東
森
ラ
ザ
リ
ン
・

マ
イ
ケ
ル

藤
本

藤
本

文
雄

※
文
学
部
と
合
同
開
講

弘
実
弘
実匡匡

弘
行
弘
行
聖
和
紀
子

紀
子
宰
之

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

聖
和

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

勲

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

※
修
士
課
程
・
博
士
後
期
課
程

雅雅
樹樹

英
米
文
学
文
献
研
究

A

英
語
学
文
献
研
究

A

英
語
学
文
献
研
究

B

英
米
文
化
文
献
研
究

A

英
米
文
化
文
献
研
究

B

言
語
情
報
処
理
特
殊
研
究
A

言
語
情
報
処
理
特
殊
研
究
B

東
方
古
典
翻
訳
特
殊
研
究
A

東
方
古
典
翻
訳
特
殊
研
究
B

大
学
院
共
通
科
目

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
(
ア
)

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
(
イ
)

英
語
(
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
)
(
ア
)

英
語
(
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
)
(
イ
)

英
語
(
リ

l
デ
ィ
ン
グ
)
(
ア
)

英
語
(
リ
l
デ
ィ
ン
グ
)
(
イ
)

荒
木

映
子

内
田

聖

内
田

聖

ド
ゥ

l
ギ
ル

ジ
ョ
ン
・

E

ド
ゥ

l
ギ
ル

ジ
ョ
ン
・

E

東東
森森

勲勲

石
間

法法
雄雄

石
田

安
藤

徹

安
藤

徹

東
森

勲

ド
ゥ

l
ギ
ル

ジ
ョ
ン
・

E

藤
本

雅
樹

藤
谷

聖
和

二
O



ニ
O
一
三
年
度
後
期
j
ニ
O
一
四
年
度
前
期

真
宗
学
専
攻

O
真
宗
研
究
会

《
修
士
論
文
中
開
発
表
》

【
第
一
日
】

日
程

二

O
一
三
年
一

O
月
二
九
日
(
火
)

-
関
東
門
弟
に
お
け
る
信
仰
の
一
形
態

【
第
二
日
】

日
程

文
学
研
究
科
院
生
の
研
究
活
動

谷
治

暁

(
M
2
)

於
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
東
安
一

O
三
教
室

.
真
宗
の
社
会
活
動
の
根
拠
に
つ
い
て

ー
近
代
の
俗
諦
観
を
中
心
に
|

・
能
化
時
代
初
期
に
お
け
る
十
劫
久
遠
論
の
研
究

ー
月
釜
師
を
中
心
に

l

.
親
驚
と
門
弟

|
高
田
教
団
の
原
点
を
さ
ぐ
る
|

岩
田

恒

(
M
2
)

武
田
真
応

(
M
2
)

梨
本
雄
哉

(
M
2
)

於

二

O
一
三
年
一
一
月
七
日
(
木
)

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

山
崎
隆
弘

(
M
2
)

-
親
鴛
浄
土
教
に
お
け
る
聞
名
思
想
の
研
究

-
親
鷲
に
お
け
る
信
仰
的
実
存
の
意
義

.
親
篤
と
隆
寛

|
特
に
三
心
観
に
つ
い
て
|

・
真
宗
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

・
真
宗
に
お
け
る
他
作
自
受
の
問
題
に
つ
い
て

ー
親
鴬
の
因
果
観
よ
り
|

・
島
地
黙
雷
と
明
治
真
宗
教
学
史

・
近
世
前
期
西
本
願
寺
御
堂
衆
と
教
学

・
浄
土
教
の
近
代
的
解
釈
の
一
考
察

・
親
鴛
に
お
け
る
救
済
思
想

ー
開
名
を
中
心
に
|

・
「
便
同
弥
勅
」
「
諸
仏
等
閑
」
思
想
の
研
究

O
学
会
発
表

《
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
第
六
七
回
大
会
》

日
程

二

O
一
三
年
一
一
月
五
日
(
火
)

二
O
二

鹿
島

涼

(
M
3
)

中
村
恵
明

(
M
3
)

西
津

傑

(
M
2
)

伊
藤
雅
玄

(
M
2
)

内
手
弘
太

(
M
2
)

尾
崎
誠
仁

(
M
2
)

舟
谷
真
弥

(
M
2
)

毛
利
真
之

(
M
2
)

日
下
貴
行

(
M
2
)

於

龍
谷
大
学
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

唯

(
D
2
)

-
唱
導
家
と
し
て
の
聖
覚
像
に
つ
い
て

西
河



-
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
伝
道

ー
特
に
『
歎
異
抄
』
を
用
い
た
伝
道
に
つ
い
て

l
禿

.
島
地
大
等
と
時
代
思
潮

・
親
驚
の
一
乗
思
想
に
お
け
る
叡
山
教
学
の
受
容

ー
源
信
『
一
乗
要
決
』
と
の
関
連
を
中
心
に
|

-
親
鴛
に
お
け
る
自
力
に
関
し
て

《
真
宗
連
合
学
会
第
六
一
回
大
会
》

日
程

二
O
一
四
年
六
月
一
三
日
(
金
)
・
一
四
日
(
土
)

-
現
代
真
宗
伝
道
の
た
め
の
基
礎
的
研
究

-
「
正
信
念
仏
偽
」
の
文
言
の
異
同
に
つ
い
て

《
京
都
・
宗
教
系
大
学
院
連
合
院
生
発
表
会
》

日
程

ニ
O
一
四
年
七
月
二
八
日
(
月
)

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
大
ホ

l
ル

於

・
真
宗
伝
道
の
実
践
的
研
究

ー
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
築
地
本
願
寺
の
実
態
調
査
|

《
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
五
回
学
術
大
会
》

日
程

二
O
一
四
年
八
月
三

O
日
(
土
)
・
一
一
一
一
(
日
)

於

定
心

(
D
3
)

川
元
恵
史

(
D
3
)

四
夷
法
顕

(
D
3
)

杉
田

了

(
D
3
)

ふ、+
H
 

奥
田
佳
寛

(
D
2
)

玉
木
興
隆

(
D
3
)

仁
愛
大
学

南
保
了
瑛

(
D
2
)

武
蔵
野
大
学
有
明
キ
ャ
ン
パ
ス

-
吉
蔵
の
浄
土
観
に
関
す
る
一
考
察

葉

報

ー
『
観
経
義
疏
』
を
中
心
と
し
て
|

・
真
宗
伝
道
学
体
系
の
一
試
論

・
実
践
的
伝
道
学
の
一
考
察

ー
宗
教
ツ

l
リ
ズ
ム
研
究
の
意
義
|

榎
屋
達
也

(
D
2
)

奥
田
佳
寛

(
D
2
)

南
篠
了
瑛

(
D
2
)

-
ニ
双
四
重
判
の
定
義
に
つ
い
て

西
村
慶
哉

(
D
2
)

-
親
驚
に
お
け
る
「
疑
」
の
研
究

ー
特
に
『
往
生
要
集
』
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て

l宮
地

崇

(
D
2
)

-
玄
智
教
学
の
研
究

|
『
考
信
録
』
を
中
心
と
し
た
行
信
論
|

掬
月
即
勝

(
D
3
)

-
『
唯
信
紗
』
の
原
本
に
つ
い
て

ー
説
草
と
し
て
の
成
立
背
景
|

西
河

唯

(
D
3
)

-
ω
Eロ
回
口
仏
門
出
回
目
ω仲
間

】

A
W

吋
ω旬。

2
2
2
0ロ
回
ロ
仏
《
間
中
ロ
巳
ロ
吋
め
い
の
『
何
色
。
ロ

m
g

z
s
o
U山
B
Oロ
位
。

5
0片
岡

}

句

ω。
ロ
巴

ω
c
g
R
z
i
q
自己

ωo巳
旦
包

〉
ω司
ゅ
の
同
一
ロ
何
色
町
岡
山
。

g
E
g
g
-山ω
ヨ

(
和
訳
一
真
宗
教
義
の
仏
性
義
論
一
宗
教
多
元
に
お
け
る
主
体
性
と
社

会
性
へ
の
課
題
)

藤
原
ワ
ン
ド
ラ
睦

(
D
3
)

《
日
本
宗
教
学
会
第
七
三
回
大
会
》

日
程

二
O
一
四
年
九
月
一
二
日
(
金
)
・
一
三
日
(
土
)
・
一
四
日
(
日
)

於

同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

-
玄
智
『
考
信
録
』
の
一
考
察

ー
神
祇
観
を
め
ぐ
っ
て
|

掬
月
即
勝

(
D
3
)

ニO
三



-
『
信
巻
』
「
悲
哉
」
の
真
宗
伝
道
学
的
視
点
か
ら
の
考
察

藤
原
ワ
ン
ド
ラ
陸

(
D
3
)

仏
教
学
専
攻

《
日
本
悌
教
学
会
二

O
一
三
年
度
学
術
大
会
》

日
程
平
成
二
十
五
年
九
月
十
三
日
(
金
)

.
西
山
教
学
と
浄
土
教
美
術

鰐

於
平
稲
田
大
学

真
弥
(
研
究
生
)

《
修
士
論
文
中
開
発
表
会
》

日
程
平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
九
日
(
火
)

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
東
委
二

O
四
教
室

.
中
国
唯
識
に
お
け
る
如
来
蔵
思
想
の
研
究

ー
『
拐
伽
経
』
の
受
用
を
中
心
と
し
て
|
李
子
捷

(
M
2
)

・
「
中
論
」
註
釈
書
の
研
究

ー
『
無
畏
論
』
と
青
目
釈
『
中
論
』
に
つ
い
て
|
虞
岡
陽
明

(
M
2
)

於

日
程

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
日
(
水
)

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
東
餐
二

O
五
教
室

.
ガ
ン
ダ
l
ラ
仏
教
浮
彫
に
み
ら
れ
る
儀
礼
表
現
の
研
究

於

演
本
彩
萌

(
M
2
)

-
維
摩
経
変
相
図
中
の
「
昆
衛
奴
」
に
つ
い
て

法
子

(
M
2
)

平

-
ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
に
お
け
る
出
家
者
と
在
家
者
の
関
係

-【宮町内戸自問】仙
ω
包
(
法
の
学
校
)
を
通
し
て
|
横
尾
明
親

(
M
2
)

二
O
四

《
第
六
十
一
回
日
本
チ
ベ
ッ
ト
学
会
大
会
》

日
程

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
六
日
(
土
)

.同ギ
hNhぬ
h
v
s
h
S
Q・
司
君
の
書
誌
学
的
考
察

於

高
野
山
大
学

西
山

亮
(
研
究
生
)

《
第
五
十
六
回
天
台
宗
教
学
大
会
》

日
程
平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
六
日
(
土
)

.
伝
教
大
師
の
因
明
観
に
関
す
る
一
考
察

於

大
正
大
学

吉
田
慈
順
(
研
究
生
)

《
密
教
図
像
学
会
第
三
十
三
回
学
術
大
会
》

平
成
二
十
五
年
十
二
月
七
日
(
土
)

日
程

於

早
稲
田
大
学

-
カ
l
ピ
シ
l
に
み
ら
れ
る
図
像
と
そ
の
信
仰

ー
弥
勅
普
薩
の
造
像
例
を
中
心
に
|

打
本
和
音

(
D
2
)

《
平
成
二
十
五
年
度
龍
谷
大
事
悌
教
事
曾
学
術
研
究
発
表
会
》

日
程
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
九
日
(
水
)

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
西
餐
二
階
大
会
議
室

-
ヒ
ン
ド
ゥ

l
教
に
お
け
る
裸
者
の
形
成
に
つ
い
て

ー
『
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
プ
ラ
l
ナ
』
第
3
巻
第
口

lm章
を
中
心
に
|

山
田
昌
弘
(
特
別
専
攻
生
)

-
0同
開
『
何
回

'
Z
実母一
ω
戒
輩
篇
と
『
長
阿
合
経
』
第
三
分
に
お
け
る

三
学
に
つ
い
て

l

慧
学
を
中
心
に
し
て
|神
山
清
高
(
特
別
専
攻
生
)

-
喰
伽
行
唯
識
学
派
文
献
に
お
け
る
波
羅
蜜
多
受
容
に
つ
い
て



ー
十
波
羅
蜜
多
の
定
数
を
中
心
に
|

〈
O

吋

E
〈
ωロ
〉
己
】

(
D
l
)

-
ガ
ン
ダ

l
ラ
仏
三
尊
像
に
み
ら
れ
る
尊
名

ー
『
大
阿
弥
陀
経
』
所
説
の
阿
弥
陀
仏
と
の
関
連
に
つ
い
て
|

壬
生
泰
紀

(
D
3
)

《
}
ハ
〈
ロ
昏

(い。ロ恒
.2ω

。同

p
o
E
Z
E忠
一
。
ロ
巴
〉

a
R
U巴
O
ロ

。
一
九
回
口
【
丘
町
一
ω一行

∞
宮
島

g
v

日
程

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
日
(
水
)

於

C
E〈
Rω
日
々
。
同
〈
目
。
ロ
ロ
P
〉
ロ
ω丹江
ω

→ 炉ー・ ..... 
口。

早吋
ro ;r-
可 2
45 可
泊。
~I 町
、:月
;::::l P"' 
~ ('D 

・g わ
ぬ。

S5 
0..ロ
ー. tt. z g 
lo....'l~凶， .・・ae噛「

宮司
z 
.-+ ロa
炉可コ
吋
('D 

8 
ロ
.-+ 
('D 
0.. 

商
山

亮
(
研
究
生
)

《
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
十
五
回
学
術
大
会
》

日
程

武
蔵
野
大
学

平
成
二
十
六
年
八
月
三
十
日
(
土
)

於

-
『
根
本
中
論
頚
』
「
観
四
諦
品
」
に
お
け
る
二
諦
説
解
釈
早
島

慧
(
研
究
生
)

-
ガ
ン
ダ

l
ラ
仏
三
尊
像
に
み
ら
れ
る
尊
名

ー
『
大
阿
弥
陀
経
』
所
説
の
阿
弥
陀
仏
と
の
関
連
に
つ
い
て
|

壬
生
泰
紀
(
研
究
生
)

日
程

於

武
蔵
野
大
学

平
成
二
十
六
年
八
月
三
十
一
日
(
日
)

-
『
中
辺
分
別
論
』
第
五
章
「
無
上
乗
品
」
に
お
け
る

波
羅
蜜
多
説
に
つ
い
て

〈
。
、
H

，E
〈
ωロ
〉
己
回

(
D
2
)

葉

報

(
新
た
な
視
点
か
ら
の
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
研
究
)

パ
ネ
ル
発
表

B

・
『
大
乗
中
観
釈
論
』
研
究
の
本
格
始
動
に
向
け
て

早
島

慧
(
研
究
生
)

哲
学
専
攻

《
『
自
然
科
学
の
形
而
上
学
的
原
理
』
研
究
会
》

毎
週
月
曜
日
十
五
時
i

テ
キ
ス
ト
を
精
読
す
る
こ
と
に
よ
り
、

カ
ン
ト
に
お
け
る
自
然
科
学
観
を

把
握
し
、
現
代
的
科
学
観
な
ら
び
に
ニ
ュ
ー
ト
ン
物
理
学
と
の
比
較
を
通

し
て
、
カ
ン
ト
の
科
学
観
の
再
検
討
を
す
る
。

場
所
一
哲
学
合
同
研
究
室

テ
キ
ス
ト
一
カ
ン
卜
『
自
然
科
学
の
形
而
上
学
的
原
理
』
犬
竹
正
幸
訳
(
岩

二
O
O
O年
)

波
書
底

《
ケ
ア
倫
理
研
究
会
》

毎
週
火
曜
日

十
六
時
三
十
分
i

ネ
ル
・
ノ
デ
ィ
ン
グ
ズ
に
よ
る
ケ
ア
リ
ン
グ
論
を
英
語
で
精
読
す
る
。
オ

ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
ケ
ア
の
倫
理
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

場
所
一
哲
学
合
同
研
究
室

テ
キ
ス
ト
一

Z
O
]
Z。
門
富
山
口
問
ω・
。
応
悼
式
ミ
h
u
k曲
河
内
宮
町
守
護
N
~
h
h
v
k
v
M
G
h
R
F
芯

N
W
H
F
片
ω
お
唱
え
ミ
ミ
ミ
同
S
Rミ
守
戸

C
包
括
『
ω一円一司
0
向
。
巳
氏
。
円
・

巳
ω
司
吋

mwωω(凶
口
弘
明
弘
・
Y
N
C
C
ω

二
O
五



教
育
学
専
攻

《
日
本
社
会
教
育
学
会

第
六
十
回
大
会
》

会日
場程

二
O
二
ニ
年
九
月
二
七
日
(
金
)
i
二
八
日
(
土
)

東
京
学
芸
大
学

・
1
9
6
0
年
代
の
教
育
政
策
と
経
済
界
が
要
求
し
て
い
た
教
育
政
策
概
念

と
の
議
離
に
つ
い
て

ー
「
経
済
発
展
に
お
け
る
人
的
能
力
開
発
の
課
題
と
対
策
」
を
中
心
に
|

吉
良
仁
美
(
研
究
生
)

.
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
専
門
性
に
関
す
る
研
究

ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
あ
り
方
と
の
か
か
わ
り
で
|

宮
木
康
寿
(
研
究
生
)

第
六
十
五
回
大
会
》

二
O
一
三
年
十
一
月
十
六
日
(
土
)

会
場
和
歌
山
大
学

・
臨
時
教
育
審
議
会
が
求
め
た
学
力
観

・
文
学
教
育
に
お
け
る
価
値
形
成
に
つ
い
て

ー
道
徳
教
育
と
の
比
較
|

《
関
西
教
育
学
会

日
程

吉
良
仁
美
(
研
究
生
)

村
尾

聡

(
D
1
)

《二

O
一
三
年
度
教
育
学
会
研
究
発
表
大
会
(
後
期
)
》

二
O
一
三
年
十
二
月
十
四
日
(
土
)

会日
場程

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

南
委
二

O
四
教
室

二
O
六

-
留
学
生
の
就
職
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

ー
内
定
を
も
ら
っ
た
京
都
府
の
留
学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ー

郭

静

(
D
3
)

-
中
国
高
等
教
育
に
お
け
る
日
本
語
教
材
の
分
析

ー
『
新
編
日
語
』
と
『
新
編
日
語
』
(
改
訂
版
)
の
対
比
を
通
し
て
|

事リ

坤

(
M
2
)

-
日
本
に
お
け
る
新
中
間
層
の
「
教
育
戦
略
」

ー
そ
の
目
的
と
多
様
性
に
着
目
し
て
|

・
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に
関
す
る
研
究

ー
市
民
的
専
門
性
に
着
目
し
て
|

・
ハ
イ
タ
レ
ン
ト
・
マ
ン
パ
ワ

l
と
人
的
能
力
開
発
の
課
題
と
対
策

吉
良
仁
美
(
研
究
生
)

武
田
猪
久
生

(
D
6
)

宮
木
康
寿
(
研
究
生
)

-
文
学
教
育
に
お
け
る
価
値
形
成
に
つ
い
て

ー
道
徳
教
育
と
の
比
較
|

村
尾

聡

(
D
l
)

『
龍
谷
大
学
教
育
学
会
紀
要
』

第
十
三
号
龍
谷
大
学
教
育
学
会

・
研
究
論
文
新
中
間
層
の
「
教
育
戦
略
L

ー
そ
の
多
様
性
に
着
目
し
て
|
二
O
一
四
年
三
月

武
田
猪
久
生

(
D
6
)

1
9
6
0
年
代
に
お
け
る
教
育
政
策
と
顕
在
会
の
教
育
政

-
研
究
ノ

l
ト

策
概
念
の
解
離
に
つ
い
て

!
「
経
済
発
展
に
お
け
る
人
的
能
力
開
発
の
課
題
と
対
策
」
を
中
心
に
|



吉
良
仁
美
(
研
究
生
)

『
関
西
教
育
学
会
年
報
』
関
西
教
育
学
会

第
三
十
八
号

二
O
一
四
年
六
月

-
臨
時
教
育
審
議
会
が
求
め
た
学
力
観

・
文
学
教
育
に
お
け
る
価
値
形
成
に
つ
い
て

ー
道
徳
教
育
と
の
比
較
!

吉
良
仁
美
(
研
究
生
)

村
尾

聡

(
D
2
)

《二

O
一
四
年
度

教
育
学
会
研
究
発
表
大
会
(
前
期
)
》

二
O
一
四
年
七
月
十
九
日
(
土
)

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
南
豊
二

O
四
教
室

.
日
中
の
幼
児
教
育
に
関
す
る
研
究
比
較

ー
親
と
し
て
の
中
国
「
8
0
後
世
代
」
の
今
後
の
た
め
に
|

日
程

A ;z::.; 

場

王

蕊

(
M
2
)

-
H
本
の
大
学
に
お
け
る
留
学
生
国
際
交
流
に
つ
い
て
黄

.
自
然
災
害
と
社
会
教
育

|
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
復
興
過
程
に
お
け
る

ソ
l
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
形
成
と
社
会
教
育
活
動
の

果
た
す
役
割
l

杉

本

智

(
M
2
)

.
中
国
の
高
等
教
育
に
お
け
る
日
本
語
精
読
教
材
の
分
析

媛

(
M
2
)

事リ

坤

(
D
l
)

-
留
学
生
の
就
職
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

葉

報

ー
内
定
を
も
ら
っ
た
中
国
人
留
学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
|

静

(
D
3
)

古
手

・
1
9
7
0
年
代
の
日
本
に
お
け
る
経
済
界
が
求
め
た
能
力
概
念
の
検

吉
良
仁
美
(
研
究
生
)

臨
床
心
理
学
専
攻

【二

O
一
三
年
度
後
期
】

〈
第
五
四
回
日
本
心
身
医
学
会
近
畿
地
方
会
〉

発
表
日
二
一

O
一
三
年
八
月
三
日
(
土
)

-
「
治
療
場
面
に
お
け
る
関
係
性
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
(
一
般
演
題
)

田
中
智
之

(
M
2
)
・
吉
川
悟
(
教
授
)

於

和
歌
山
赤
十
字
病
院

〈
第
二
一
三
回
日
本
心
身
医
学
会
関
東
地
方
会
〉

於

東
京
大
学
医
学
部
教
育
研
究
棟

日
程
一
平
成
二
五
年
一
一
月
一
六
日
(
土
)

-
「
ス
ト
レ
ス
反
応
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
呼
吸
法
の
研
究
」

発
表
者
一
虞
瀬
俊
司

(
D
2
)

〈
第
一
八
回
日
本
心
療
内
科
学
会
総
会
・
学
術
大
会
〉

於

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
(
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
)

会
期
一
二

O
一
三
年
一
二
月
七
日
(
土
)
i
一
二
月
八
日
(
日
)
(
発
表
日
一
一
一

月
七
日
)

二
O
七



-
「
発
達
相
談
に
お
け
る
治
療
外
要
因
の
一
考
察
」

発
表
者
一
沖
原
千
菜
美

(
D
2
)

古
川

悟
(
教
授
)

〈
第
一
八
回
日
本
心
療
内
科
学
会
〉

発
表
日
一
二

O
一
三
年
一
二
月
八
日
(
日
)

-
「
治
療
場
面
に
お
け
る
関
係
形
成
に
つ
い
て
の
試
行
的
検
討
L

(

ポ
ス
タ
ー

発

表

)

田

中

智

之

(
M
2
)
・
吉
川

於

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

悟
(
教
授
)

〈二

O
一
三
年
度
研
究
大
会
〉

日
程

ニO
一
三
年
一
月
二
五
日

於
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
風
館

B
m、
問
教
室

.
「
日
本
版
個
人
的
神
話
尺
度
の
信
頼
性
と
妥
当
性
の
検
討
」室
屋
賢
士

(
M
2
)

・
「
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
に
お
け
る
介
護
職
員
の
死
へ
の
意
識
に
つ
い

て」

武
藤
有
佑

(
M
2
)

-
「
欺
鵬
性
認
知
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
の
関
連
性
に
つ
い
て

ー
恋
愛
場
面
に
お
け
る
欺
繭
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

小
田
理
未

(
M
2
)

着
目
し
て
|
」

・
「
青
年
期
に
お
け
る
現
実
自
己
が
抱
く
劣
等
感
に
つ
い
て

ー
理
想
自
己
と
の
比
較
・
他
者
比
較
の
観
点
か
ら
|
」川

A
ロ
綾
香

(
M
2
)

.
「
大
学
生
が
認
知
す
る
両
親
と
の
関
係
性
と
心
理
的
健
康
に
関
す
る
研

二
O
八

拘
九
」

張
田
ょ
う
こ

(
M
2
)

-
「
青
年
期
に
お
け
る
通
過
儀
礼
と
実
存
不
安
」

.
「
治
療
関
係
の
形
成
を
評
価
す
る

鈴
木
絹
世

(
M
2
)

ー
シ
ス
テ
ム
ズ
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
点
か
ら
の
一
考
察
|
」
田
中
智
之

(
M
2
)

-
「
ス
ト
レ
ス
反
応
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
呼
吸
法
の
研
究
」贋
瀬
俊
司

(
D
2
)

京
都
府
歯
科
医
師
会
館

〈
京
都
府
歯
科
医
師
会
〉

日
程
二
一

O
一
四
年
二
月
二
ハ
日
(
日
)

-
「
高
齢
者
の
歯
科
治
療
を
安
全
に
遂
行
す
る
た
め
の
呼
吸
法
の
研
究
」

於発
表
者
一
-
贋
瀬
俊
司

(
D
2
)

〈
第
六
回
吉
川
研
究
室
研
究
大
会
〉

発
表
日
二
一

O
一
四
年
三
月
一
日
(
土
)

-
「
あ
え
て
症
状
に
着
目
し
な
い
島
民

2
5
を
用
い
て
日
常
性
に
著
し
い
回

復
が
見
ら
れ
た
事
例
」

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

問
中
智
之

(
M
2
)

『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
第
三
五
号
』

-
「
性
役
割
観
と
夫
婦
関
係
満
足
度
に
関
す
る
質
的
研
究

ー
妻
の
視
点
か
ら
|
」
匂
匂
・

7
5
・

狩

野

真

理

(
D
2
)

・
「
児
童
養
護
施
設
入
所
児
童
に
対
す
る
有
効
な
心
理
的
援
助
の
要
因
に
つ

い
て
の
分
析
」
司

U
8
1芯



『
龍
谷
大
学
大
学
院
臨
床
心
理
相
談
室
紀
要
第
一

O
号』

-
「
不
登
校
を
呈
し
た
中
学
生
女
子
と
の
両
接
過
程
」
宅
・

8
1怠・

室
屋
賢
士

(
M
2
)

『
日
本
心
身
医
学
会
雑
誌
第
五
四
巻
九
号
』

「
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
と
ス
ト
レ
ス
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
質
問
紙
作

成
の
試
み
と
そ
の
検
討
」
問
者
∞
ミ
ー
句
。
・

庚
瀬
俊
司

(
D
2
)

『
龍
谷
大
学
臨
床
心
理
学
紀
要
第
二
号
』

「
ス
ト
レ
ス
反
応
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
呼
吸
法
の
研
究
」

3
・5
1包・

贋
瀬
俊
司

(
D
2
)

『
日
本
歯
科
心
身
医
学
会
雑
誌
第
二
八
巻
一
・
二
号
』

「
質
問
紙
法
ス
ト
レ
ス
の
研
究
」
匂
・
品
∞
・

贋
瀬
俊
司

(
D
2
)

【二

O
一
四
年
度
前
期
】

〈
日
本
心
身
医
学
会
〉

日
程
二
一

O
一
四
年
六
月
六
日
(
金
)
七
日
(
土
)
於

幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場

-
「
プ
ラ
キ
シ
ズ
ム
の
心
理
的
要
因
の
研
究
」

発
表
者
一
-
贋
瀬
俊
司

(
D
3
)

〈
第
一
一
回

児
童
福
祉
施
設
の
た
め
の
研
修
会
〉

葉

報

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

東
集
問
、
削
教
室

発
表
日
二
一

O
一
四
年
六
月
二
九
日

-
「
虐
待
再
考

し
つ
け
文
化
と
虐
待
」

発
表
者
一
森
田
喜
治
(
教
授
)
・
劉
舵

(
D
2
)
・
上
薗
美
鈴

(
D
2
)

〈二

O
一
四
年
度
中
間
研
究
発
表
会
〉

日
程
二
一

O
一
四
年
七
月
五
日

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

束
饗
問
、
削
教
室

-
「
複
雑
性
悲
嘆
の
要
因
と
さ
れ
る
不
条
理
な
信
念
の
形
成
過
程
」

三
辻
裕
太

(
M
2
)

-
「
両
親
か
ら
の
ソ

l
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
と
認
知
的
評
価
及
ぴ
対
処
法
略

と
の
関
連
性
|
対
人
ス
ト
レ
ス
場
面
に
着
目
し
て
|
」田
中
駿
亮

(
M
2
)

-
「
中
小
企
業
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
関
す
る
実
態
調
査

ー
経
営
者
の
認
識
と
ニ
ー
ズ
の
検
討
|
」

-
「
小
学
生
の
居
場
所
と
し
て
の
子
供
会
!
臨
床
心
理
学
的
地
域
援
助
へ
の

上
地
絵
梨
子

(
M
2
)

可
能
性

l
」

・
「
不
登
校
の
経
過
に
伴
う
家
族
シ
ス
テ
ム
の
変
容
過
程
に
つ
い
て
」

小
岱
燈

(
M
2
)

川
浦
あ
い

古
木
幹
人

(
M
2
)

(
M
2
)
 

-
「
援
助
要
請
意
図
に
影
響
を
及
ぽ
す
要
因
の
検
討
」

-
「
感
謝
生
起
状
況
の
傾
向
と
主
観
的
毛
色

-zzmの
関
連
に
つ
い
て
」

二
O
九



岡
奈
々
子

(
M
2
)

・
「
老
年
期
に
あ
る
浄
土
真
宗
寺
院
に
集
う
門
信
徒
の
生
死
観
に
つ
い
て
」

植
村
祐
依

(
M
2
)

・
「
大
学
生
の
養
護
性
に
つ
い
て

l
幼
少
期
か
ら
現
在
ま
で
の
親
子
関
係
を

通

し

て

|

」

延

岡

真

惟

(
M
2
)

.
「
質
的
研
究
を
も
ち
い
た
若
年
性
認
知
症
・
初
期
認
知
症
の
専
用
サ

l
ビ

ス
で
の
表
現
活
動
に
よ
る
心
理
的
援
助
の
可
能
性
の
考
察
」

川
北
一
征

(
M
2
)

・
「
大
学
生
に
お
け
る
他
者
の
表
情
認
知
と
主
観
的
幸
福
感
と
の
関
連
に
つ

い

て

」

林

寺

陽

子

(
M
2
)

.
「
青
年
期
に
お
け
る
甘
え
意
識
に
つ
い
て

l
自
我
状
態
の
観
点
か
ら
|
」

橋
川
奈
々
恵

(
M
2
)

.
「
大
学
生
に
お
け
る
家
族
内
呼
称
の
心
理
的
同
一
化
傾
向
と
家
族
機
能
及

ぴ

家

族

満

足

度

と

の

関

連

」

木

村

博

旨

(
M
2
)

.
「
シ
ス
テ
ム
ズ
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
け
る
複
数
担
当
者
面
接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

田
中
智
之

(
D
l
)

に
つ
い
て
」

〈
第
五
七
回
日
本
腎
臓
学
会
〉

発
表
日
二
一

O
一
四
年
七
月
六
日

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

於

-
「
透
析
患
者
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
|
ス
ー
パ
ー

パ
イ
ジ

l
の
立
場
か
ら

l
」

O
志
田

望

(
D
1
)
、
中
谷
沙
恵
子
、
中
西
佑
衣
、
花
岡
里
欧
子
、

二一

O

清
田
教
彦

(
O
が
発
表
者
)

〈
第
三
二
回
日
本
家
族
研
究
・
家
族
療
法
学
会
〉

於

神
戸
国
際
会
議
場

発
表
日
二
一

O
一
四
年
七
月
二

O
日

-
「
不
登
校
を
問
題
と
し
て
い
る
家
族
へ
の
構
造
的
ア
プ
ロ
ー
チ
|
I
P
面

接
か
ら
の
一
考
察
|
」

室
屋
賢
士

(
D
l
)
、
梅
野
智
美

(
D
2
)
、
東

豊
(
教
授
)

-
「
中
学
生
の
社
会
的
ス
キ
ル
及
び
幼
少
期
の
両
親
へ
の
愛
着
と
不
登
校
傾

向
と
の
関
連
」
発
表
者
一
志
田
望

(
D
1
)
・
吉
川
悟
(
教
授
)

.
「
ジ
ョ
イ
ニ
ン
グ
の
試
行
的
効
果
研
究
」

発
表
者
一
問
中
智
之

(
D
l
)
・
吉
川

悟
(
教
授
)

〈
日
本
遊
戯
療
法
学
会

第
二

O
回
大
会
〉
於

星
陵
会
館
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

発
表
日
二
一

O
一
四
年
七
月
二

O
日

-
「
お
化
け
に
怯
え
る
女
児
と
の
プ
レ
イ
セ
ラ
ピ

l

の
被
虐
待
児
と
の

2
年
間

l
」

ー
児
童
養
護
施
設
で

発
表
者
一
上
薗
美
鈴

(
D
2
)

-
「
夜
尿
が
治
ら
な
い
児
童
養
護
施
設
女
児
と
の
プ
レ
イ
セ
ラ
ピ

l
」

発
表
者
一
劉

蝿

(
D
2
)

〈
第
五
六
回
日
本
心
身
医
学
会
近
畿
地
方
会
〉

発
表
日
二
一

O
一
四
年
七
月
二
五
日
(
土
)

関
西
医
科
大
学

於



-
「
ア
レ
キ
シ
サ
イ
ミ
ア
の
患
者
と
の
治
療
関
係
の
構
築
に
つ
い
て
」

発
表
者
一
田
中
智
之

(
D
1
7
吉
川
悟
(
教
授
)

〈
日
本
歯
科
心
身
医
学
会
v

神
奈
川
歯
科
大
学

日
程
二
一

O
一
四
年
七
月
二
六
日
(
土
)
二
七
日
(
日
)

於

横
浜
ク
リ
ニ
ッ
ク

-
「
呼
吸
法
の
研
究
|
高
齢
者
の
歯
科
治
療
を
安
全
に

遂
行
す
る
た
め
に
|
」

発
表
者
一
虞
瀬
俊
司

(
D
3
)

〈

H
本
ブ
リ

l
フ
サ
イ
コ
セ
ラ
ピ

l
学
会

於

第
二
四
回
熊
本
大
会
〉

く
ま
も
と
森
都
心
・
熊
本
市
国
際
交
流
会
館

発
表
日
二
一

O
一
四
年
八
月
=
二
日
(
日
)

.
「
複
数
面
接
の
特
徴
を
生
か
す
こ
と

E

モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

事
例
か
ら
l
」

発
表
者
一
田
中
智
之

(
D
l
)
・
吉
川

悟
(
教
授
)

『
日
本
歯
科
心
身
医
学
会
雑
誌
』

「
プ
ラ
キ
シ
ズ
ム
と
ス
ト
レ
ス
の
関
係
|
エ
ゴ
グ
ラ
ム
の

4
つ
の
基
本
パ
タ

虞
瀬
俊
司

(
D
3
)

ー
ン
を
指
標
と
し
て
|
」

国
史
学
専
攻
・
日
本
史
学
専
攻

【二

O
一
三
年
度
後
期
】

口
相
談
会
「
卒
業
論
文
執
筆
相
談
会
」

卒
業
論
文
執
筆
中
の
学
部
生
を
対
象
と
し
た
相
談
会

葉

報

日

時
一
二

O
二
二
年
十
一
月
八
日
(
金
)
五
・
六
講
時

所
一
大
宮
学
舎
東
豊
三

O
五
教
室

担
当
者
一
花
熊
祐
基
(
考
古
学
M
1
)
、
吉
田
恵
美
(
古
代
史
M
l
)
、

下
石
敬
太
郎
(
中
世
史
M
l
)
、
栗
山

場

寛
(
近
現
代
史
M
1
)
、

児
玉
祥
吾
(
近
世
史
M
2
)

口
研
究
発
表
会

例
会

第
七
回

十
月
二
三
日
(
水
)

三
亀
由
季

(
M
2
)

「
中
世
禅
宗
寺
院
に
つ
い
て
|
大
徳
寺
を
中
心
に
|
」

第
八
回

十
月
三
十
日
(
水
)

下
石
敬
太
郎

(
M
l
)

「
四
国
に
お
け
る
治
承
・
寿
永
内
乱
|
土
佐
国
を
中
心
に
|
」

児
玉
祥
五
ロ

(
M
2
)

第
九
回

十
一
月
十
三
日
(
水
)

「
天
文
方
と
陰
陽
寮
の
関
係
に
つ
い
て
」

十
二
月
四
日
(
水
)

第
十
回

栗
山

寛

(
M
1
)

コ一

O
世
紀
初
頭
に
お
け
る
仏
教
史
研
究
の
一
断
.
由
|
新
仏
教
徒
同
志
会

の
仏
教
理
解
と
そ
の
歴
史
性
|
」

第
十
一
回

十
二
月
十
一
日
(
水
)

吉
田
恵
美

(
M
1
)

「
小
野
箪
冥
官
説
話
と
六
道
珍
皇
寺
の
関
係
に
つ
い
て
」

口
研
究
会
・
輪
読
会

・
古
代
史
輪
読
会

於

日
本
史
学
合
同
研
究
室
》

【
顧
問
一
平
林
章
仁
(
本
学
文
学
部
教
授
)
、
代
表
…
造
酒
豊
(
博
士
後
期
課
程
)
】



古
代
史
輪
読
会
で
は
、
院
生
を
中
心
に
、
学
部
生
を
含
め
て
、
古
代
史
研

究
の
基
本
史
料
で
あ
る
『
類
束
三
代
格
』
と
『
風
土
記
』
の
輪
読
を
進
め
て

い
る
。
史
料
の
読
み
方
や
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
問
題

点
や
そ
の
史
料
の
持
つ
歴
史
的
意
味
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
云
い
た
い
こ
と
を

云
い
合
う
。
つ
ま
り
は
、
ひ
と
つ
の
史
料
を
ネ
タ
に
し
て
知
何
に
遊
ぶ
か
。

こ
れ
が
輪
読
会
の
目
標
で
あ
る
。

具
体
的
日
程
は
、
そ
の
都
度
合
議
に
よ
り
決
め
て
い
る
が
、

う
で
あ
る
。

凡
そ
次
の
よ

『
類
緊
三
代
格
』
一
毎
月
第
二
土
曜
日
。
午
後
四
時
か
ら
。

史
料
一
国
史
大
系
『
類
緊
三
代
格
』

『
風
土
記
三
毎
月
第
四
日
曜
日
。
午
後
四
時
か
ら
。

史
料
一
日
本
古
典
文
学
大
系
『
風
土
記
』

-
中
世
史
研
究
会

毎
月
第
二
水
曜
日
第
三
講
時
《於

日
本
史
学
合
同
研
究
室
》

【
担
当
一
一
渡
港
慶
一
郎
(
修
士
課
程
)
】

テ
キ
ス
ト
ユ
細
川
両
家
記
』
(
『
新
校

群
書
類
従
』
名
著
普
及
会
、

九

七
七
年
)

室
町
時
代
後
期
、
細
川
吉
兆
家
の
家
督
争
い
か
ら
、
織
田
信
長
と
三
好
三

人
衆
と
の
争
い
ま
で
、
一
六
世
紀
の
畿
内
に
お
け
る
戦
乱
を
見
て
い
く
。

毎
月
、
発
表
者
を
決
め
、
解
釈
や
時
代
背
景
等
を
報
告
す
る
。

一一一一一

-
近
世
史
史
料
輪
読
会

隔
週
金
曜
日
午
後
五
時
か
ら

於

日
本
史
学
合
同
研
究
室
》

【
担
当
一
小
林
健
太
(
博
士
後
期
課
程
)
】

テ
キ
ス
ト
一
林
子
平
『
海
国
兵
談
』
(
山
岸
徳
平
他
編
『
新
編
林
子
平
全
集
』

第
一
巻
所
収
、
第
一
書
房
、
一
九
七
八
年
)

本
年
度
は
『
海
国
兵
談
』
を
輪
読
し
、
史
料
の
読
み
、
解
釈
を
全
員
で
検

討
す
る
。
あ
わ
せ
て
社
会
的
・
思
想
的
背
景
も
考
察
す
る
。

-
近
・
現
代
史
研
究
会

隔
週
火
曜
日
第
四
講
時
《於

日
本
史
学
合
同
研
究
室
》

【
担
当
一
八
木
原
清
登
(
博
士
後
期
課
程
)
】

本
研
究
会
で
は
研
究
論
文
あ
る
い
は
史
料
の
輪
読
を
行
う
。
そ
の
目
的
は
、

論
文
あ
る
い
は
史
料
の
輪
読
を
通
じ
て
、
近
現
代
史
を
研
究
す
る
上
で
必
要

な
知
識
を
得
る
こ
と
に
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
は
丸
山
翼
男
、
藤
田
省
三
な
ど
、
日
本
近
現
代
史
に
お
け
る
主

要
研
究
者
の
著
作
物
を
用
い
る
。
具
体
的
に
は
丸
山
虞
男
『
現
代
政
治
の
思

想
と
行
動
』
(
未
来
社
、

一
九
六
四
年
)
や
藤
田
省
三
『
天
皇
制
国
家
の
支

配
原
理
』
(
み
す
ず
書
一
房
、
二

O
一
二
年
)
で
あ
る
。

-
「
天
正
記
」
を
読
む
会

毎
月
第
一
・
第
三
水
隈
日
第
三
講
時

大
宮
図
書
館
四
階
学
習
室
》

於

【
担
当
二
ニ
亀
由
季
(
修
士
課
程
)
】



本
会
で
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
古
活
字
版
「
天
正
記
」
を
テ
キ
ス
ト

と
し
て
輪
読
会
を
行
っ
て
い
る
。
「
天
正
記
」
は
豊
臣
秀
吉
の
御
伽
衆
大
村

由
己
が
著
し
た
一
群
の
記
録
で
あ
る
が
、
本
書
を
丹
念
に
読
み
解
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
豊
臣
時
代
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
可
能
性
が
あ
る
。
進
め
方
は
、
事
前
に
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
発
表
担
当

者
を
決
め
て
輪
読
す
る
。

-
考
古
学
勉
強
会

《
於
大
宮
学
舎
東
豊
二
階
考
古
学
研
究
室
》

勉
強
会
①

「
レ
ン
フ
ル
の
考
古
学
を
読
む
」
(
隔
週
金
曜
日
六
講
時
)

【
担
当
一
園
下
多
美
樹
(
本
学
文
学
部
教
授
)
】

レ
ン
フ
ル
の
論
文
(
訳
文
)
を
用
い
る
。

勉
強
会
②

「
京
都
・
周
山
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
」
(
隔
週
金
曜
日
六
講
時
)

【
担
当
一
熊
井
亮
介
(
修
士
課
程
)
】

京
都
市
右
京
区
京
北
町
周
山
に
関
す
る
歴
史
・
遺
跡
の
勉
強
会
を
、
夏
季

の
調
査
に
備
え
て
行
う
。

夏
季
考
古
学
研
究
室
遺
跡
踏
査

「
北
部
九
州
」

日
時
一
九
月
六
i
八
日

〈
一
日
目
〉
東
光
寺
剣
塚
古
墳
・
板
付
遺
跡
・
板
付
遺
跡
弥
生
館
・
金
隈
遺

跡
・
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
-
丸
隈
山
古
墳
・
平
原
遺

葉

報

跡
・
伊
都
圏
歴
史
博
物
館

〈
二
日
目
〉
竹
原
古
墳
・
須
玖
岡
本
遺
跡
・
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
・
水
城
・

大
宰
府
政
庁
跡
・
九
州
国
立
博
物
館
・
焼
ノ
峠
古
墳

〈
三
日
目
〉
九
州
歴
史
資
料
館
・
日
輪
寺
古
墳
・
下
馬
場
古
墳
・
浦
山
古
墳
・

岩
戸
山
古
墳
・
岩
戸
山
歴
史
資
料
館
・
乗
場
古
墳
・
石
人
山
古
墳

秋
季
遺
跡
見
学
会

「
1
山
の
辺
の
道
を
散
策
す
る
i
」

日
時
一
十
一
月
四
日
月
曜
日

見
学
先
一
西
山
古
墳
・
西
乗
鞍
古
墳
・
東
乗
鞍
古
墳
・
西
山
塚
古
墳
・
西
殿

塚
古
墳
・
東
殿
塚
古
墳
・
中
山
大
塚
古
墳
・
纏
向
石
塚
古
墳
・
箸

墓
古
墳

考
古
学
談
話
会

第
四
十
九
回

日
時
一
十
二
月
十
四
日

十
三
時
三
十
分
1
十
七
時

土
蹴
日

発
表
者
一
新
平

直
彦

(
M
3
)

「
無
紋
銀
銭
の
再
検
討
|
古
代
貨
幣
の
祭
杷
性
|
」

宏
(
宇
治
市
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
)

発
表
者
一
杉
本

「
現
代
と
考
古
学
」

発
表
者
一
園
下
多
美
樹
(
本
学
文
学
部
教
授
)

「
中
国
洛
陽
盆
地
の
踏
査
報
告

二
O
一
三
夏
」

口
『
龍
谷
日
本
史
研
究
』
第
三
七
号
(
二

O
一
四
年
三
月
発
行
)

一一一一ー一



【二

O
一
四
年
度
前
期
】

口
二

O
一
四
年
度
総
会

時
一
二

O
一
四
年
六
月
二

O
日
(
金
)
午
後
一
時
十
五
分
i

場
所
一
一
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階

記
念
講
演
(
龍
谷
学
会
協
賛
)
一
荊
木
美
行
先
生
(
皇
撃
館
大
学
研
究
開
発

日

推
進
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
)

「
帝
王
系
図
と
古
代
王
権

ー
『
日
本
書
紀
』
の
「
系
図
一
巻
」
を
め
ぐ
っ
て
|
」

口
研
究
発
表
会
・
例
会

日
本
史
学
合
同
研
究
室
》

《於

小
島
洋
市
朗
(
近
現
代
史

第
一
回
五
月
二
日
(
金
)

「
大
正
期
に
お
け
る
高
等
学
校
の
設
立
」

第

二

回

五

月

十

六

日

(

金

)

三

島

尚

大

(

近

現

代

史

「
高
坂
正
顕
の
敗
戦
体
験
l

京
都
学
派
の
思
想
的
考
察
1

」

五

月

三

十

日

(

金

)

長

谷

屋

槙

(

中

世

史

第
三
回

「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
信
濃
国
善
光
寺
の
諸
相

ー
政
治
と
信
仰
の
側
面
か
ら
l

」

六
月
十
三
日
(
金
)

湯
川
椋
太
(
近
現
代
史

第
四
回

「
明
治
初
期
の
修
史
事
業
」

六
月
二
十
七
日
(
金
)

北
福
朔
平
(
近
現
代
史

第
五
回

「
北
一
輝
の
転
向
に
つ
い
て
」

M
l
)
 

M
l
)
 

M
1
)
 

M
l
)
 

M
l
)
 

二
一
四

口
研
究
会
・
輪
読
会

・
古
代
史
輪
読
会

【
顧
問
一
平
林
章
仁
(
本
学
文
学
部
教
授
)
、
代
表
一
造
酒
豊
(
博
士
後
期
課
程
)
}

古
代
史
輪
読
会
で
は
、
院
生
を
中
心
に
、
学
部
生
を
含
め
て
、
古
代
史
研

究
の
基
本
史
料
の
輪
読
を
進
め
て
い
る
。
本
年
度
は
『
風
土
記
』
と
『
類
束

三
代
格
』
を
取
り
扱
う
。
史
料
の
読
み
方
や
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
中
に
含

ま
れ
て
い
る
問
題
点
や
そ
の
史
料
の
持
つ
歴
史
的
意
味
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、

云
い
た
い
こ
と
を
云
い
合
う
。
つ
ま
り
は
、
ひ
と
つ
の
史
料
を
ネ
タ
に
し
て

知
何
に
遊
ぶ
か
。
こ
れ
が
輪
読
会
の
目
標
で
あ
る
。

具
体
的
日
程
は
、
そ
の
都
度
合
議
に
よ
り
決
め
て
い
る
が
、
凡
そ
次
の
よ

う
で
あ
る
。

『
風
土
記
』

一
毎
月
第
二
土
曜
日
。
午
後
四
時
か
ら
。

《於

日
本
史
学
合
同
研
究
室
》

史
料
一
日
本
古
典
文
学
大
系
『
風
土
記
』

『
類
来
三
代
格
』
一
毎
月
第
四
日
曜
日
。
午
後
四
時
か
ら
。

《於

日
本
史
学
合
同
研
究
室
》

史
料
一
国
史
大
系
『
類
束
三
代
格
』

-
中
世
史
研
究
会

毎
月
隔
週
月
曜
日
五
講
時
於

日
本
史
学
合
同
研
究
室
》

【
担
当
い
下
石
敬
太
郎
(
修
士
課
程
)
】

「
吾
妻
鏡
」
(
新
訂
増
補
国
史
大
系
・
吉
川
弘
文
館
)

テ
キ
ス
ト



鎌
倉
幕
府
の
歴
史
書
『
吾
妻
鏡
』
を
輪
読
し
、
漢
文
の
読
解
力
の
修
得
を

目
指
す
。
発
表
者
を
決
め
、
読
み
下
し
・
現
代
語
訳
を
行
う
。
学
部
生
を
対

象
と
し
て
行
う
の
で
、
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
ゼ
ミ
の
研
究
報
告
、

卒
論
な
ど
の
相
談
も
行
い
ま
す
。

-
近
世
史
史
料
輪
説
会

隔
週
金
曜
日
午
後
五
時
か
ら

《
於
日
本
史
学
合
同
研
究
室
〉

【
顧
問
一
山
本
浩
樹
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)
、
担
当
一
小
林
健
太
(
博
士
後

期
課
程
)
】

テ
キ
ス
ト
ユ
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
(
清
文
堂
)

本
年
度
は
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
を
輪
読
し
、
史
料
の
読
み
、
解

釈
を
全
員
で
検
討
す
る
。
あ
わ
せ
て
近
世
京
都
の
都
市
政
策
に
も
注
目
し
、

そ
の
社
会
的
背
景
を
考
え
る
。

-
近
・
現
代
史
研
究
会

隔
週
火
曜
日
四
講
時
於

日
本
史
学
合
同
研
究
室
》

【
担
当
一
栗
山
寛
(
修
士
課
程
)
}

本
研
究
会
で
は
研
究
論
文
あ
る
い
は
史
料
の
輪
読
を
行
う
。

そ
の
目
的
は
、
論
文
あ
る
い
は
史
料
の
輪
読
を
通
じ
て
、
近
現
代
史
を
扱

う
上
で
必
要
な
知
識
を
得
る
こ
と
に
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
は
丸
山
異
男
、
藤
田
省
三
な
ど
、
日
本
近
現
代
史
に
お
け
る
主

要
研
究
者
の
著
作
物
を
用
い
る
。
本
年
度
前
期
は
丸
山
虞
男
『
現
代
政
治
の

葉

報

思
想
と
行
動
』
(
未
来
社
、

一
九
六
四
年
)
の
輪
読
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

-
「
天
正
記
」
を
読
む
会

第
一
・
第
三
水
曜
日
四
講
時

於

大
宮
図
書
館
四
階
学
習
室
》

【
幹
事
一
渡
港
慶
一
郎
(
特
別
専
攻
生
)
】

本
会
で
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
古
活
字
版
「
天
正
記
」
を
テ
キ
ス
ト

と
し
て
輪
読
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
天
正
記
」
は
豊
臣
秀
吉
の
御
伽
衆
大

村
由
己
が
著
し
た
一
一
群
の
記
録
で
す
が
、
本
書
を
丹
念
に
読
み
解
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
豊
臣
時
代
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
進
め
方
は
、
事
前
に
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
発
表

担
当
者
を
決
め
て
輪
読
し
ま
す
。

-
考
古
学
勉
強
会

各
週
金
眼
目
六
講
時

《
於
大
宮
学
舎
東
餐
二
階
考
古
学
研
究
室
》

【
担
当
一
園
下
多
美
樹
(
本
学
文
学
部
教
授
)
、
花
熊
祐
基
(
修
士
課
程
)
】

「
考
古
学
の
基
礎
を
読
む
」

本
勉
強
会
は
、
考
古
学
に
関
す
る
様
々
な
分
野
に
お
け
る
基
礎
的
な
論
文

を
読
み
、
考
古
学
の
歴
史
と
基
礎
知
識
の
習
得
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

口
講
演
会
「
卒
業
論
文
講
習
会
」

日

時
一
二

O
一
四
年
七
月
十
一
日
(
金
)
五
講
時

二
一
五



場
所
一
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

報
告
者
一
花
熊
祐
基
(
考
古
学

川
出
康
博
(
古
代
史

東
聾
三

O
五
教
室

M
2
)
 

D
2
)
 

長
谷
屋
槙
(
中
世
史

M
l
)
 

小
林
健
太
(
近
世
史

小
島
洋
市
朗
(
近
現
代
史 D
2
)
 
M
l
)
 

東
洋
史
学
専
攻

葉
報
【
二

O
一
三
年
後
期
1
二
O
一
四
年
前
期
】

0
.
卒
業
論
文
書
き
方
講
座

二
O
一
三
年
十
一
月
十
四
日
(
木
)
午
後
三
時
i

於
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
ホ

l
ル

村
岡
倫
先
生
(
本
学
文
学
部
教
授
)

日
時

講
師

0
.
学
部
生
研
究
発
表
例
会

日

時

二

O
一
三
年
十
二
月
十
六
日
(
月
)
午
後
五
時
十
五
分
1

大
宮
学
舎
西
安
二
階
東
洋
史
学
合
同
研
究
室

於

発
表
者
一
佐
々
木
啓
示
さ
ん
(
三
回
生
・
木
田
ゼ
ミ
)

「
南
宋
と
金
の
外
交
を
め
ぐ
っ
て

ー
紹
興
年
聞
の
二
つ
の
和
議
を
中
心
に

l
」

島
村
桂
子
さ
ん
(
三
回
生
・
木
田
ゼ
ミ
)

二
一
占
ハ

「
蘇
試
の
山
水
画
論
」

0
.
第
三
十
七
回
研
究
大
会

十
二
月
六
日
(
金
)
午
後
一
時
十
五
分
1

日
時

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
3
階
ホ

l
ル

【
研
究
発
表
】

清
水
良
紀
(
本
学
修
士
課
程
)

「
マ
ム
ル

l
ク
朝
末
期
の
社
会
|
社
会
構
造
の
変
化
と
民
衆
活
動
に
つ
い
て
」

吉
竹
宏
騎
(
本
学
修
士
課
程
)

「
中
国
宋
元
時
代
に
お
け
る
黄
河
治
水
と
漕
運
に
つ
い
て
」

末
川
洗
介
(
本
学
博
士
後
期
課
程
)
「
梁
の
同
泰
寺
に
つ
い
て
」

【
文
学
部
特
別
講
義
】

岩
井
茂
樹
先
生
(
京
都
大
学
教
授
)

「
日
本
国
王
を
さ
が
す
|
|
十
八
世
紀
の
清
日
交
渉
の
て
』
ま
|
|
」

※
研
究
大
会
終
了
後
、
大
宮
学
舎
清
和
館
一
階
生
協
食
堂
に
て
懇
親
会
を
開
催

0
.
第
三
十
八
回
総
会

二
O
一
四
年
六
月
六
日
(
金
)
午
後
一
時
十
五
分
i

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
ホ
l
ル

日
時

於



【
記
念
講
演
】

木
山
克
彦
先
生
(
東
海
大
学
清
水
教
養
セ
ン
タ
ー
講
師
)

「
契
丹
の
北
西
辺
防
の
様
相
一
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ン
ト
ル
ゴ
イ
城
祉
の
調
査
」

※
研
究
大
会
終
了
後
、
大
宮
学
舎
清
和
館
一
階
生
協
食
堂
に
て
懇
親
会
を
開
催

日
本
語
日
本
文
学
専
攻

〈二

O
一
三
年
度
日
本
語
日
本
文
学
専
攻

院
生
合
同
発
表
会
》

日
程

ニ
O
一
三
年
九
月
九
日
(
月
)龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

於

・
後
鳥
羽
院
と
定
家
の
対
立
意
識
に
つ
い
て

北
隻
二

O
ニ
教
室

溝
端
悠
朗

(
M
2
)

-
「
一
言
霊
倒
語
説
」
を
中
心
と
し
た
富
士
谷
御
杖
の
言
語
思
想
に
つ
い
て

ー
用
語
の
整
理
と
体
系
の
考
察
l

大
橋
優
子

(
M
2
)

-
「
愛
と
死
」

|
武
者
小
路
実
篤
に
お
け
る
「
理
想
」
と
「
現
実
」
|

内
聞
き
と
み

(
M
2
)
 

-
明
治
四

O
年
周
辺
、
女
性
へ
の
言
説
を
め
ぐ
っ
て

ー
田
村
俊
子
「
あ
き
ら
め
」
を
中
心
に
|

佐
藤

晴

(
M
2
)

《
文
事
談
話
会

第
三
二
回
例
会
》

日
程

二
O
一
三
年
九
月
二
十
二
日
(
日
)

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

南
養
一

O
五
教
室

-
無
住
と
長
母
寺

|
入
山
の
経
緯
と
『
沙
石
集
』
執
筆
の
意
図
|

太
田
丈
也

(
M
1
)

葉

報

《
文
義
談
話
会

第
三
三
回
例
会
》

日
程

二
O
一
三
年
十
二
月
一
日
(
日
)

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

-
仏
教
説
話
に
お
け
る
動
物
に
つ
い
て

ー
『
日
本
霊
異
記
』
を
中
心
に
|

《
文
義
談
話
会

第
三
四
回
例
会
〉

日
程

二
O
一
四
年
二
月
二
十
三
日
(
日
)

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

・
定
家
の
「
大
内
の
花
見
」
の
歌
に
つ
い
て

ー
「
述
懐
の
心
」
を
め
ぐ
っ
て

l

於

《
第
五
回
龍
谷
大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

南
養
一

O
五
教
室

中
川
は
づ
き

(
M
1
)

南
隻
一

O
五
教
室

溝
端
悠
朗

(
M
2
)

セ
ッ
シ
ョ
ン
》

寸
真
宗
史
の
諸
問
題
」
ポ
ス
タ
ー

日
程

二
O
一
四
年
三
月
二
十
二
日
(
土
)

於
ハ
ワ
イ
大
学
(
切
己
注
E
巳

ω
Z円ぜ

n
g
g吋
出
向
凶
者
m回
出
)

・
顕
如
上
人
三
百
年
忌
と
〈
石
山
軍
記
物
〉
の
流
行

ー
歌
舞
伎
・
読
本
・
講
談
へ
の
展
開
|

《
和
歌
文
学
会

第
一
一
四
回
関
西
例
会
》

日
程

二
O
一
四
年
四
月
十
九
日
(
土
)

於

京
都
女
子
大
学
J
校
舎

豊
岡
瑞
穂

(
D
2
)

J
四
二

O
教
室

二
一
七



-
定
家
の
「
大
内
の
花
見
」
の
歌
に
つ
い
て

溝
端
悠
朗

(
D
1
)

《
文
事
談
話
会

第
三
五
回
例
会
》

日
程

二
O
一
四
年
四
月
二
十
七
日
(
日
)

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

南
繁
一

O
五
教
室

-
能
本
《
蝉
丸
》
考

|
「
逆
髪
」
、
「
蝉
丸
」
姉
弟
を
中
心
に
|

佐
野
仁
美

(
D
3
)

《
文
義
談
話
会

日
程

第
三
六
回
例
会
》

二
O
一
四
年
六
月
二
十
二
日
(
日
)

於
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

・
明
治
期
に
お
け
る
〈
石
山
軍
記
物
〉
の
流
行
と
展
開

ー
顕
加
上
人
御
遠
忌
と
の
関
係
を
中
心
に
|
豊
岡
瑞
穂

(
D
3
)

南
餐
一

O
五
教
室

日
程

龍
谷
大
学
国
文
学
会

ニO
一
四
年
六
月
二
十
八
日
(
土
)

《二

O
一
四
年
度

研
究
発
表
会
》

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

北
聾
二

O
四
教
室

-
『
源
氏
物
語
』
の
〈
終
わ
り
〉

ー
女
を
「
据
う
」
物
語
の
ゆ
く
え

l

亀
井
久
美
子

(
D
2
)

《
日
本
文
学
協
会

日
程

第
三
十
四
回
研
究
発
表
大
会
》

二

O
一
四
年
七
月
十
二
日
(
土
)

於

い
わ
き
明
星
大
学

人
文
系
館
・
講
義
館

-
『
源
氏
物
語
』
の
〈
終
わ
り
〉

ー
「
据
う
」
物
語
の
ゆ
く
え
|

二
一
八

亀
井
久
美
子

(
D
2
)

-
明
治
期
に
お
け
る
〈
石
山
軍
記
物
〉
の
流
行
と
展
開

ー
顕
如
上
人
御
遠
忌
と
の
関
係
を
中
心
に

l

豊
岡
瑞
穂

(
D
3
)

《二

O
一
四
年
度

日
本
語
日
本
文
学
専
攻

プ
レ
合
同
発
表
会
》

日
程

二
O
一
四
年
八
月
八
日
(
金
)龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

於

・
仏
教
説
話
に
お
け
る
動
物
変
身
に
つ
い
て

ー
蛇
と
狐
を
中
心
に
|

・
『
沙
石
集
』
出
典
考

・
京
極
派
和
歌
の
特
質
と
そ
の
詠
歌
方
法

ー
伏
見
院
の
和
歌
を
中
心
に
|

-
『
一
千
一
秒
物
語
』
に
見
ら
れ
る
映
画
の
遺
伝
子

ー
稲
垣
足
穂
の
創
り
出
そ
う
と
し
た
も
の

l

.
程
度
副
詞
の
再
検
討

|
中
程
度
を
表
す
程
度
副
詞
を
中
心
に
|

英
語
英
米
文
学
専
攻

二

O
一
三
年
度
(
後
期
)

《
研
究
発
表
会
》

九
月
一
六
日
(
月
)

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

研
究
発
表

北
餐
二

O
二
教
室

中
川
は
づ
き

(
M
2
)

太
田
丈
也

(
M
2
)

檎描一

駿

(
M
2
)

森
下
直
弥

(
M
2
)

吉
原
愛
美

(
M
2
)

清
和
館
三
階
ホ

l
ル



-
〉

σ
o
E
目。

σ
口
三
ωロ
.ω

町、
w

さ
ミ
ミ
gh
て
。
~
災
遺
品

woshw川
田
泰
志

(
M
3
)

講
演-百件
Nmog-a
と
短
編

・
文
学
(
研
究
)
体
験
を
語
る

ー
の

g円
問
。
冨

8
5
の
改
宗
を
め
ぐ
る
主
体
の
二
重
性
を
中
心
に
|

山
崎
弘
行
(
龍
谷
大
学
特
別
任
用
教
授
)

藤
谷
聖
和
(
龍
谷
大
学
教
授
)

《
修
士
論
文
中
開
発
表
会
》

一
一
月
二
七
日
(
水
)於
英

語

英

米

文

学

合

同

研

究

室

・
司
・

ω向日
0
2
司

PNmRmFEω
ロ
品
同
町
。
〉
口
固
め
吋
向
。
州
自
己
足
一
何
回
同
出
口
同
，
F

コvcmv

ロ
足
。
お
お
川
口
町
な
守

g
a
gぬ
ト
。
ミ
ミ

M3MRhahass

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

越
間
将
平

(
M
2
)

-
吋
}
同
ゅ
の

gdえ
F
Z
E
n
g
E
巧
ユ
m
z
d
河
町
町
内
ミ

Musaぬ
川
田
泰
志

(
M
3
)

葉

報

二
一
九



二
二

O

大学院文学研究科課程博士学位取得者一覧

報告番号 氏 名 授与年月日 学位の種類 論文題目

甲第I号 日野照正 S60.3.23 文学博士 近世の淀川における水運の開展と衰退

甲第31号 那須円照 H14. 3 .16 博士(文学)
アピダルマ仏教の研究

一時間・空間・浬繋ー

甲第32号 世 孝先 H14. 3 .16 博士(文学)
初期金違寿文字の研究

一、民族。の目覚めー

甲第37号 荒木美知子 H15. 3 .15 博士(教育学)
乳児期および幼児期の r交恥の形成と発達の研究
ーソビエト心理学の研究を契機として一

甲第38号 李 済論 H15. 3 .15 博士(文学) 六朝貴族の政治とその精神

甲第39号 朝木敏子 H15. 3 .15 博士(文学)
中世随筆の生成

一語り手の問題をめぐって一

甲第40号 島村健司 H15.3.15 博士(文学)
横光利ーの文学

-表象とメディアの相関性一

甲第46号 郡須真裕美 H16. 3 .13 博士(文学)
中期中観派におけるこ諦説の研究

ーとくにパーヴィヴェーカを中心にー

甲第47号 孫 値著 H16.3.13 博士(文学) r婆沙論』を中心とする説一切有部の修道論

甲第48号 木田隆文 H16. 3 .13 博士(文学)
武田泰淳文学の生成と展開〈昭和〉言説空間との|

相聞から

甲第52号 木村世雄 H17.3.19 博士(文学) 真宗における阿弥陀仏身表現の思想史的意義

甲第53号 高山秀嗣 H17.3.19 博士(文学) 中世浄土教者の伝道とその特質

甲第54号 岡本健資 H17.3.19 博士(文学) A~okãvadãna の研究

Faulkner's Creation of a Whole from Frag-I 
甲第55号 松岡信哉 H17.3.19 博士(文学) ments: The Interrelations of His Novels and 

Short Stories in 1920s to 30s 

K聾学校高等部の算数・数学における r9歳の壁」
甲第60号 脇中起余子 H17. 9 .21 博士(教育学) とその克服の方向性

~手話と日本語の関係をどう考えるか~

甲第61号 原田哲了 H18. 3 .18 博士(文学)
r歎異抄』の研究
一真宗教学史上における宗教書としての意義一

甲第62号 郡須良彦 H18. 3 .18 博士(文学)
説一切有部における得と衆同分の研究

一実在非実在をめぐる議論を中心に一

甲第63号 井上博文 H18. 3 .18 博士(文学) 浬繋経と律蔵に記される結集記事

甲第64号 池田智文 H18. 3 .18 博士(文学)
日本近代史学の思想史的研究

ー「国史学」と「皇国史観」の関係についてー

甲第65号 告田賢司 H18. 3.18 博士(文学) 室町幕府ー守護体制変容過程の研究

甲第77号 出羽孝行 H18. 9.19 博士(教育学) 中国朝鮮族の民族教育の現状に関する実証的研究

浄土真宗における人間性と救済

一西洋現代真宗学の人間理解ー

甲第80号 松本デビッド H19. 3 .17 博士(文学) An Approach to the Qu白 tionof Humanne話
in Contemporary Westem Shin Buddhism 
一白esoteriological significance of disability-

甲第81号 岩田朋子 H19.3.17 博士{文学) 臥坐具健度の研究
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報告番号

甲第87号

甲第88号

甲第89号

甲第90号

甲第91号

甲第96号

甲第97号

甲第99号

甲第l朋号

甲第108号

甲第l聞号

甲第110号

甲第III号

甲第112号

甲第113号

甲第114号

甲第115号

甲第116号

甲第111号

甲第125号

甲第126号

甲第127号

甲第128号

甲第132号

甲第133号・

甲第136号

甲第137号

甲第l却号

甲第139号

氏 名 授与年月日

小池清廉 H19.9.18 

1話 i舟 H19.9.18 

高田文英 H20. 3 .15 

松尾得晃 H20. 3.15 

八力腐超 H20. 3 .15 

金 才擁 H20.9.17 

北村一仁 H20.9.17 

佐々木大悟 H21. 3 .14 

中路基夫 H21.3.14 

大谷市香 H21. 9.17 

天野 信 H21. 9 .17 

高岡善彦 H21. 9 .17 

岡崎秀麿 H21. 9 .17 

黒田義道 H21. 9 .17 

浜畑圭吾 H21. 9 .17 

浅井三津恵 H21. 9 .17 

北村文雄 H22. 3 .20 

大谷欣裕 H22.3.20 

野呂 靖 H22.3.20 

松島央臨 H22.9.17 

三浦和浩 H22.9.17 

コンカーラッタナラック

プラポンサック
H22.9.17 

万波寿子 H22.9.17 

木許 守 H23.3.19 

池田将則 H23.3.19 

藤田真証 H23.9.16 

金沢 盟 H23.9.16 

金子大輔 H23.9.16 

近藤俊太郎 H23.9.16 

学位の種類 論文題目

博士(文学)
仏教思想と生命倫理

Bioethics from a Buddhist Viewpoint 

博士(文学) 景徳鎮琵:業史の研究

博士(文学) 浄土教における厭離織土の教理史的研究

博士(文学) 中国浄土教における凡夫観の展開

博士(文学) 中国浄土教における念仏思想

博士(文学)
中辺分別論における三性説の研究

一三性説の形成とその思想史的展開を中心として一

博士(文学) 南北朝国境地域の歴史的研究ー「辺調J と「荒J

博士(文学) r大阿弥陀経』の研究

博士(文学)
北原白秋

一象徴派詩人から童綿・民謡作家への軌跡ー

博士(文学) 中世律宗における戒体思想の変遷

博士(文学)
大本経の研究

一過去仏思想と仏伝との関連性一

博士(文学) 三論教学における空性と修道の研究

博士(文学) 石泉助正論の研究

博士(文学) 浄土真宗における導き手の教学史的研究

博士(文学) 読み本系平家物語の生成に関する研究

博士(文学) Wordsworth's Travel Poems in Scotland 

博士(文学) 親鷺教義における二諦説とー異の論理

博士(文学)
平安期真言教学の研究

一束台両密の教学交渉ー

博士(文学)
日本中世華厳学における成仏説の研究

一高山寺系華厳学を中心にー

博士(文学) 無表の研究

博士(文学) 日蓮思想の研究

止観の研究

博士(文学) 一初期経典から註釈文献へ及ぴ現代タイ仏教の

実践法一

博士(文学) 西本願寺の出版と近世期京都の出版業者

博士(文学) 古墳時代における畿内政権の勢力拡大過程の研究

博士(文 ?苧)
南北朝附府側教史の研究

一教嘘出土「揖論宗」文献の基礎的研究一

博士(文学)
西吟教学の研究

一近世初期教学の課題一

博士(文学) 『中論頓』における「見Jの研究

博士(文学) 阿悶仏の研究

博士(文学)
天皇制国家と「精神主義」

一清沢湖之とその門下一



報告番号 氏 名 授与年月日

甲第l必号 高山嘉明 H23.9.16 

甲第143号 袈 慶織 H24.3.17 

甲第l臼号 岩田真美 H24.9.19 

甲第l日号 小野嶋祥雄 H24.9.19 

甲第156号 村上明也 H24.9.19 

甲第!日号 井上綾瀬 H24.9.19 

甲第l国号 吉田哲 H24.9.19 

甲第159号 槽井清華 H24.9.19 

甲第l印号 武田一真 H25.3.16 

甲第日l号 亀山隆彦 H25.3.16 

甲第i印号 桑原昭信 H25.9.19 

甲第m号 能美潤史 H25.9.19 

甲第171号 告団 日佐 H25.9.19 

甲第172号 赤津玲子 H25.9.19 

甲第l布号 鍵和田聖子 H26.3.15 

甲第177号 伊東秀章 H26.3.15 

甲第178号 良国玲子 H26.3.15 

学位の種類

博士(文学)

博士(文学)

博士(文学)

博士(文学)

博士(文学)

博士(文学)

博士(文学)

博士(文学)

博士(文学)

博士(文学)

博士(文学)

博士(文学)

博士(文学)

博士(教育学)

博士(文学)

博士(教育学)

博士(文学)

論文題目

幕末期朝廷の政治史的研究

Praj筒 karaguptaの分別 (kalpana)論

幕末維新期における真宗護法論の研究

一超然と月性の排耶論を中心にー

法宝撰 rー乗仏性究意論』の研究

章安i謹項の教学に関する研究

薬健度の研究

ジネーンドラプッディの認識論

『源氏物語』宇治十帖の親子関係と性

ーフェミニズム批評の視座からー

真宗別途義の研究

一真言密教との対比を視座として一

密教思想の日本的展開

一即身成仏を中心にー

親婦の r十住見婆沙論Jr易行品」受用の研究

「タスケタマへ」の総合的研究

'4'世文学に見られるカミの享受

システムズアプローチのトレーニングに関する研究

東密と台密の相互影響から見た受容と研績の展開

一事相・教相両側面からの討究一

ピハーラ活動における臨床心理学的考察

The Deviation and Transformation of Romantic 
Poet George Gordon Bryon : A Comparative Analy. 
sis of The Deformed Transformed 
ロマン派詩人G.G.Byronの逸脱と変容

ー『醜男変身調』の比較分析ー

ー
一一一一一
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『龍谷大学大学院文学研究科紀要』への投稿について

1 .応募資格

(1)博士後期課程在学者、研究生、満期依願退学者(退学後3年以内の者)。ただし、あ

らかじめ所属する専攻(満期依願退学者については在籍中に所属していた専攻)の承認

を得ること。

(2)修士論文提出者で所属する専攻の 薦を得た者。

2.執筆要項
(1)論文の種類は、研究論文、翻訳、研究ノートとする。ただし、翻訳、研究ノート

については、編集委員会で掲載本数を制限することがあるので注意すること。

(2)原稿枚数は、以下のとおりとする。

研究論文・翻訳:400字詰原稿用紙50枚以内

研究ノート:400字詰原稿用紙40枚以内

※いずれも註等を含めた枚数である。枚数は厳守すること。

※参考文献、引用、註等は、末尾に掲載すること。

(3) 日本語原稿は、手書き、ワープロのいずれでもよい。

ワープロ原稿は、縦書きではB5サイズ1頁800字 (50字X16行)、もしくは横書

きではA4サイズ1頁1.200字 (40字X30行)の設定で印刷すること。欧文(党巴蔵

文を含む)原稿は、タイピング、ワープロのいずれでもよし ¥0 A 4サイズで 1頁あ

たり33行とすること。

(4)原稿は、必ず綴じて提出すること。

3.原稿の掲載

原稿の掲載の可否については、編集委員会の査読によって、決定する。

4. その他

(1)本研究科の研究成果の公開方法として、国立情報学研究所を通じて電子化を実施

する。掲載された論文等(書籍情報、画像情報、本文)の著作権(著作財産権、

copyright)は個人に帰属するが、電子化し公共の利用に供する場合、掲載された論

文等の複製権(注1)、およぴ公衆送信権(注2)の行使を本編集委員会に許諾する

こととする。

注1 複製権:著作物を有形化し、再製することに関する権利

注2 公衆送信権:著作物を公衆向けに「送信jすることに関する権利

(2)応募日程等は、 12月頃に掲示する。
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制定

一部改定

一部改正

一部改正

(目的と名称)

第1粂 龍谷大学大学院文学研究科院生の学術研究を奨励し、その成果を発表する趣旨のもとに

年 l回これを発行する。

2 この学術雑誌は『龍谷大学大学院文学研究科紀要J(以下「紀要jという。) と称する。

(紀要の構成)

第2条 「紀要Jには、論文その他の研究成果(以下「論文Jという。)ならびに課程博士論文要
旨(以下「要旨Jという。)を掲載する。

(論文提出資格)

第3条 「論文」を提出できる者は次のとおりとする。

( 1 )大学院文学研究科在籍者。

( 2 )大学院文学研究科研究生。

( 3 )その他編集委員会が認めた者。

(編集委員会)

第4条 紀要の編集に関する事項を管掌するため、大学院文学研究科紀要編集委員会(以下「委

員会jという。)をおく。

委員会は大学院文学研究科所属の専任教員(各専攻より l名)により構成する。2 

委員の任期は 1年とする。ただし、再任は妨げない。3 

委員会に委員長をおく。委員長は委員の互選による。4 

委員会の招集は、委員長がおこなう。

(論文の掲載手続き)

第5条 「論文Jは、委員会の定めた募集要項に基づき、本規程第3粂に該当する者によりこれ
を公募する。

2 前項の「論文」はあらかじめ所属する専攻(満期依願退学者については在籍中に所属して

いた専攻)の承認または推薦に基づき、委員会が査読し承認したものを掲載する。

「要旨Jは、原則として前年度課程博士修了者全員の課程博士論文要旨を掲載する。

5 

3 

(事務)

第6粂紀要に関する事務は研究部(仏教文化研究所事務室)がおこなう。

二
二
四

付則

第1粂 この規程は、 20 0 0年4月1日より施行する。

付則 (20 0 1年3月22日第6条改正)

この規程は、 2001年4月1日より施行する。

付則 (20 0 5年2月7日タイトル、第2条、第4条、第5条、第6条改正)

第1条この規程は、 20 0 5年 11月1日より施行する。

付則 (20 0 7年7月4日第5条改正)
第1条 この規程は、 20 0 7年7月4日より施行する。



{編集後記]

『大学院文学研究科意己要』第36集を世に送ります。
ワーフ。ロ機能を有すノマソコンの普及により、自分の論文を活字で見てもそれほどの感激は

ないかもしれませんが、論文集という形で出版されるのは大きな感激です。著者の皆さん

は多くの先行研究の論文を読み、自分の考えをまとめる作業をしてこられました。この作

業は論文の読み方をより敏感にしてくれたでしょうし、どのように書けばうまく伝わるの

かと書き方にも、より、磨きがかかったことでしょう。小さな一歩ですが、それぞれの研

究分野に大きな一歩を踏み出されました。

奇しくも、この時期に青色LEDで3人の日本人にノーベル物理学賞受賞の報道があり
ました。明るくて熱をもたず、電気代のコストが安いので信号機、イルミネーションにも

使われ、家庭でも蛍光灯から LEDに替わりつつあります。このように、見える形での発
明・発見への評価は高いのですが、見えないものには評価が低いようです。ニュートリノ

の観測に成功したことにより、 2002年にノーベル物理学賞を受賞した小柴昌俊氏にテレビ
局の記者がこれは一般社会でどんな役にたつのかと聞いているのを見たことがあります。

小柴氏は悔然と何の役にもたちませんよと語っておられたのが印象的でした。学問は役に

立つか立たないのかの物差しで測れないと暗におっしゃっていたのでしょう。

英文タイトルではいつも困っておりましたが、今回強い助っ人のおかげで著者の意図を

英文でよりよく表してもらえました。仏教文化研究所事務室の中嶋さんには出版を滞りな

く進めて項きました。有難うございました。

龍谷大学大学院文学研究科紀要編集委員会

委員長藤谷聖和

(藤谷聖和記)

委員川添泰信・能仁正顕・伊藤邦武

郷式 徹・東 豊・平林章仁

北村 高・大取一馬

龍谷大学大学院文学研究科紀要加14年度 第36集

平成26年(2014)12月16日印刷

平成26年(2014)12月24日発行

編集 龍谷大学大学院文学研究科紀要編集委員会

印刷

600-8268京都市下京区七条通大宮

東入大工町125番地の1

TEL.075 (343) 3311内5400

FAX.075 (343) 4022 

(株)晴 同朋 ~ 
仁:1
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